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①体を動かす楽しさを味わうことができるよう
に、教員間での共通理解を図った。共通で使え
る資料の作成に取り組んでいる。②年間を通し
て長縄記録会を行い、各クラスで積極的に運動
に関わろうとする姿が見られた。短縄月間の取
組方法や時期については他の行事との兼ね合
いを考え、実施する必要がある。③保健委員会
を中心に、歯磨きの大切さを呼びかけ、基本的
生活習慣の定着を図った。
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A
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①今年度より、ふれあいもちつき大会の組織と
内容について見直しを図り、児童がより積極的
に参加することができ、地域の方との交流も深
まった。保土ケ谷中学校の吹奏楽部と児童の交
流も行うことができた。②星の子学習広場に加
えて、今年度から全学年の希望児童を対象とし
た放課後学習広場を週に１度実施した。

①ユニバーサル教育については教員全体に周
知してきたので、本年度は具体的な研修は行わ
なかった。
②交流級担任とは朝や放課後に小まめに児童
の情報を共有するようにした。行事等では、合同
学年研に積極的に参加できた。

①②星川スタイルを基盤に一貫した指導ができ
るよう、子どもの実態に応じ、細かな生活の部分
についても、全職員で確認した。「掃除」につい
ては、「たてわり掃除」を取り入れ、子どもの意識
を育てる機会とした。③教職員の共通理解を深
める有効な場となった。引継ぎについても共通
の形式で記録を残すようにした。

健やかな体

①生涯にわたって運動に親しめるように、体を動
かす楽しさを味わうことができるような授業づくり
に取り組む。②年間を通して体力の向上を図るこ
とができるよう、「長縄跳び」や「短縄跳び」に取り
組む。③学校保健委員会を中心に「歯磨き」を取り
上げ、健康で清潔な生活を送ることができるように
する。

学校経営
中期取組

目標
振り返り

　学力の向上のために重点研究のテーマをどの教科・領域においても教員が意識して取り組むことが
重要である。教材研究を通して教員同士の連携を強めていくことが期待できる。
　ブロック研や学年研の時間を確保することで、子ども一人ひとりの理解を深めるために情報を共有し
て、具体的な指導方針を確認していく。特に子どもが自分の考えや思いを表現できる手立てを家庭や
地域との協力を得ながら取り組んでいく。

学校経営
中期取組

目標
振り返り

　喫緊の課題である「いじめへの対応」については、何より各学級担任の児童の人間関係への洞察感度を高
め、「全ての教職員が全児童の担任である」という共通意識に立ち、複数の目で児童を見守り情報交換を密にし
て、「空振りはOK、見逃しはNO!」を合言葉に、担任・児童支援専任を核として迅速な対応を心がけてきた。また
特別支援教育にも力を入れ、人員配置の難しさはあるが、児童や保護者のニーズに寄り添い「取り出し指導」
「入り込み指導」も続けてきた。学力の向上では、地域の力もお借りして、放課後や夏休みなどに学習教室を開
催している。今後もこれらの取り組みをさらに継続強化していきたい。

学校経営
中期取組

目標
振り返り

　児童一人ひとりの学習状況をみとり、児童の実態に合わせて学習を進めていくことで、児童が主体的に
学習を進めることができるようになってきた。今後も重点研究会等を通して、新学習指導要領で求められて
いる「主体的、対話的で深い学習」を目指して教員の授業力を高めていきたい。「いじめへの対応」につい
ては、毎月開催のいじめ防止対策委員会等を通して、いじめにつながると思われる事案については情報共
有・意見交換を行い、未然防止や早期解決ににつなげることができた。経験の浅い教員が増えてきている
ことから、人材育成は喫緊の課題である。今後も校内OJT体制を取り入れて、人材育成に努めていきた

学校関係者
評価

   地域を含めて外部との交流を積極的に教育活動に取り入れていることにより、学校の中の風通しを
よくし、よい雰囲気づくりに役立っている。また、基本的な学校生活のルールを教職員が意志統一した
星川スタイルを設けて、子どもたちを丁寧に細かく見ている。情報を共有する仕組みをつくることは今
の時代は特に重要であるので、地域での子どもたちの雰囲気がとてもよい。　  課題としては、学校で
も家庭でも、自分の思いや考えを表現することが苦手な子どもが多いので、重点的取組分野に家庭と
の連携を入れることを検討して欲しい。

学校関係者
評価

　今年度、地域との共同行事の在り方を改善したり、授業を通じて地域の方とのつながりを広げたり
することができた。その結果、日常的に地域の方々が学校の教育活動に参加できる雰囲気作りにつ
ながっている。「星川スタイル」を中心にした「チーム星川」の体制は年々深まってきているように感じ
る。さらに子どもが安心して教職員の誰にでも相談できる体制であることを広めていってほしい。　子
どもたち一人ひとりの生活習慣、学習習慣の基礎を育てていくために、学校での特別支援教育を充実
させるとともに、地域のマンパワーを生かした取組を充実させていくことが大切である。

学校関係者
評価

　今年度は評価委員が授業を参観して、実際に子どもたちに接することができたのがとてもよかった。
　学習面では一人ひとりに対する支援の方法が良いと思う。一方で、自分の考えを表現したり、考えを
伝え合ったりするのが苦手だと感じている子どもが２５パーセントもいるのが気になる。「挨拶」はでき
ていない子もいるができている子も多くいる。まずは、大人が実践することが大切。
　現在、地域と学校とがとても良い関係にあると思うの。子ども達はとても素直なので、今後も長年
培ってきた星川小学校の良い風土をさらに伸ばしていってほしい。

ブロック内
相互評価

後の気付き

保土ケ谷中ブロックの運営がより密になり、小学校の教員の中学校の授業参観と小中合同の研修
会、また中学校の教員の小学校研究授業参観並びに研究討議参加といった取り組みを通して、小中
一貫教育の推進を図ると共に、相互理解を進めることができた。教務主任会、児童支援・生徒指導専
任会を通して保土ケ谷中ブロック内の情報交換を積極的に行い、良好な連携を育むことができた。ま
た、保土ケ谷中学校の文化祭に小学校の作品を展示したり、中学校の生徒役員が小学校への中学
校生活のガイダンスに赴いたりといった形での交流を進め、関係を深めている。

ブロック内
相互評価

後の気付き

保土ケ谷中ブロックの連携がより深まり、お互いの顔の見える関係を築くことができている。小学校教
員の中学校の授業参観と小中合同研修会、また中学校教員の小学校研究授業参観並びに研究討議
参加といった取り組みを通して、小中一貫教育の推進を図るとともに、相互理解を進めている。また、
今年度は、以前からの活動に加え、横浜市小学校体育大会に向けての合同練習のように中学校教
員による技術支援や２年生で実施した職場体験の体験先として、ブロック内の小学校にも協力しても
らうといった連携を進める中で生まれた新たな取り組みも目立った。

ブロック内
相互評価

後の気付き

　保土ケ谷中学校ブロックの連携がより深まり、お互いの顔の見える関係を築くことができている。小
学校の先生方の中学校の授業参観と小中合同の研修会、また中学校の先生方の小学校研究授業
参観並びに研究討議会参加といった取り組みを通して、小中一貫教育の推進をを図ると共に、相互
理解を深めている。また、今年度は以前からの活動に加え、横浜市立小学校体育大会に向けての合
同練習のように中学校の教員による技術支援や２年生で実施した職場体験の体験先として、ブロック
内の小学校にも協力してもらうといった、連携を進める中で生まれた新たな取り組みも目立った。

①照明設備の改修やガラス破損箇所の修繕を
実施した。同時期に設置されたものが徐々に破
損しているので今後は破損箇所の把握に努め
ながら修繕を進る必要がある②昨年度に引き続
き児童用机いす、カーテンの更新などを実施し
た。③各教科・領域からの要望をまとめ効率的
に執行することができた。

教育環境
整備

①校舎内の老朽化(危険)箇所やその程度を点検
し、修繕の優先順位をつける。特に昨年度未実施
の修繕箇所を最優先に実施する。②安全で快適
な学習・生活空間づくりの為、机いす等児童に近
い物から優先的に更新を進めていく。③教材・教
具においては、教科担当等の要望を整理し、計画
的で適正な予算の執行に努める。

①昨年度未実施だった校庭カーテンネット
をはじめ教室窓・黒板・本館踊場掲示板な
ど施設的な改善を図った
②昨年度に引き続き児童用机・いす、図書
室用閲覧いす、カーテンの更新を実施した
③各教科・領域からの要望をまとめ効率的
に執行することができた

教育環境
整備

①校舎内の老朽化(危険)箇所やその程度を点検
し、修繕の優先順位をつける。
②安全で快適な学習・生活空間づくりに尽力す
る。
③教材・教具においては、教科担当等の申し出を
整理し、計画的で適正な予算の執行に努める。

①安全面、衛生面の向上を最優先に修繕を行う
ことができた。今後は修繕だけでなく環境整備に
も力を入れたい②経年劣化の進んだ机いす、
カーテン等児童に近いものから順次更新してい
るが、まだまだ不十分。来年度以降も継続する
必要がある。③重点事項を優先しつつ各教科・
領域からの要望をまとめ効率的に執行すること
ができた。

教育環境
整備

①校舎内の老朽化(危険)箇所やその程度を点検
し、修繕の優先順位をつける。
②安全で快適な学習・生活空間づくりに尽力す
る。
③教材・教具においては、教科担当等の申し出を
整理し、計画的で適正な予算の執行に努める。

人材育成・
組織運営

①メンターチームを5年次以下の教職員を中心に
組織し、ミドルリーダーが講師となって月1回の活
動を継続して行う。②情報機器を活用し、情報の
共有化を図るとともに、事務の簡便化、効率化を
図る。③定期的に主幹会及び運営企画会を行
い、ミドルリーダー、学校リーダーが全体を見通し
て学校運営していく場を設定する。

①指導法や日頃の悩みについて話し合う良い
機会の場となった。ミドルリーダーから強化の専
門的な指導を受け、効果的であったので、そう
いった機会を今後も増やしていきたい。②情報
共有ソフトを意識的に使うよう共通理解し、連絡
がスムーズになってきている。③主幹会を定例
化することで、情報を確実に伝達できるようにし
た。

人材育成・
組織運営

①メンターチームを５年次以下の教職員を中心に
組織し、ミドルリーダーが講師となって月１回、活
動を行う。②情報機器を活用し情報の共有化を図
るとともに、事務の簡便化、効率化を図る。③定期
的に主幹会及び運営企画会をもち、ミドルリー
ダー、学校リーダーが全体を見通して学校運営し
ていく場を設定する。

①メンター研修を定期的に行う計画であったが、
時間の確保が難しかった。授業を見合ったり、
教育的スキルについて学ぶこと日常化していく
工夫が必要である。②意識的に行うようになっ
ている。③定期的に主幹会をもっているが、議
題の調整や情報の共有に時間を費やすことが
多かった。OJTの活用を多くしていきたい。

人材育成・
組織運営

①メンター研修に校内OJT体制を取り入れ、活動
の充実を図る。②定期的に主幹会をもち、学校
リーダーが見通しをもって学校運営に携わってい
けるように校内OJＴ体制を活用していく。③情報
機器を活用した情報の共有化を、事務の簡便化
や効率化に生かすようにする。

①メンターリーダーを中心に定期的に研修
を実施した。校内ＯＪＴ体制も少しずつ取り
入れることができた。②定期的に主幹会を
もち学校運営上の諸問題について共有し
た。③情報の共有化のために新たな情報
機器を活用することはできなかった。

①一般級においても必要とされる、具体的な配
慮、支援についての研修を行い、各学級におけ
る指導に生かすことができた。②交流級担任と
個別支援級担任とが小まめに連絡を取り合い、
より良い交流の在り方について話し合うことがで
きた。特に、行事の時には児童の実態、学年の
担任との話し合いを密に行った。

特別支援
教育

①一般級においても必要とされる具体的な支援方
法やユニバーサルデザイン教育について研修を
行う。②一般級と個別支援学級の連携強化に向
けて、合同学年研を積極的に行い、情報交換を密
に図る。

①教室環境や配慮が必要な児童の座席位置
等、研修を行ったことで教室内の掲示物の配置
や黒板まわりの環境が整ってきている。
②交流級担任と担当との情報交換にとどまって
いた。交流級担任以外の職員にも情報を共有す
るため、今後は日時を決めて進めていきたい。

特別支援
教育

①一般級においても必要とされる具体的な支援の
方法やユニバーサルデザイン教育について研修
を行う。②一般級と個別支援学級の連携の強化
に向けて、合同学年研を積極的に行い、情報交換
を密に図る。

BB

地域連携

①地域防災訓練、星の子まつり、もちつき大会
等、地域との協働による行事に対して、地域と学
校が計画、準備等を協力して進め、児童と職員が
積極的に参加できるようにする。②星の子学習広
場、星の子ふれあい教室等、地域のボランティア
の教育力を活用して、学習支援等を行う

①地域防災訓練に関わる会議を年間５回行、、
星の子まつり、ふれあいもちつき大会等の行事
においても保護者と地域と学校が密に連携して
計画し、実行することができた。②地域の方のボ
ランティアによる星の子学習広場も毎週、毎月、
夏休みとバリエーションを増やして学力の向上
に貢献して頂いた。

地域連携

①地域防災訓練、星の子まつり等、地域との協働
による行事に対して、地域と学校が計画、準備等
を協力して進め、児童と職員が積極的に参加でき
るようにする。②星の子学習広場、星の子ふれあ
い教室等、地域のボランティアの教育力を活用し
て、学習支援等を行う。

①今年度より地域防災訓練の参加者を増やす
ために、保護者へも強く呼びかけ、昨年度に比
べ参加者が１割以上増えた。諸行事において
も、地域と協同して準備や当日の運営を進める
ことができた。②星の子学習広場では、夏休み
宿題教室の対象学年を１年生から５年生までに
拡充して、より充実することができた。

地域連携

①地域防災訓練、星の子まつり、もちつき大会
等、地域との協働による行事に対して、地域と学
校が計画、準備等を協力して進め、児童と職員が
積極的に参加できるようにする。②星の子学習広
場、星の子ふれあい教室等、地域のボランティア
の教育力を活用して、学習支援等を行う。

AA

児童指導

①「学校のきまり」と「星川スタイル」をわかりやす
い表現に直すとともに全職員で共有して指導にあ
たる。②「あいさつ」「掃除」「読書」を充実させる為
に、児童委員会での取り組みを計画実行する。③
職員会議内で児童理解の内容を定例化し、児童
の状況を共通理解する。

①②星川スタイルを基盤に一貫した指導ができ
るよう、子どもの実態に応じ、その都度、全職員
で確認した。細かい部分については、職員の意
見も聞き、改善していく必要がある。「掃除」につ
いては、年間を通して継続して続けられる活動も
取り入れたい。③教職員の児童についての共通
理解を深める有効な場となった。

児童指導

①「学校のきまり」と「星川スタイル」を定期的に見
直すとともに全職員で共有して指導にあたる。②
「あいさつ」「掃除」「読書」を充実させる為に、児童
支援委員会や児童の実行委員会での取組を計
画、実行する。③職員会議内で児童理解の内容
を定例化し、児童の状況を共通理解する。

BB

特別支援
教育

①一般級においても必要とされる具体的な支援の
方法やユニバーサルデザイン教育について研修
を行う。②一般級と個別支援学級の連携の強化
に向けて、合同学年研を随時行い、情報交換を密
に図る。

①友達の良さに気付いたり、自己有用感を感じた
りすることができるように、たてわり活動を重視す
る。②ろう特別支援学校や保育園等との交流を通
して、相手の立場に立って行動したり、コミュニ
ケーションを取ったりすることの大切さに気付くよう
にする。③道徳の授業について研修し、年1回授
業参観にて公開をする。

①②年間を通して長縄記録会を行い、積極的に
運動に取り組む様子が見られた。短縄について
は、体力アップ期間中、各ブロックに記録表を掲
示し、児童の意欲が見られたが、年間を通して
取り組む方法には、改善が必要である。③保健
委員会を中心に、給食前に手洗いの歌を全校
放送で流し、清潔な生活を意識できるようにし
た。

B

①たてわり活動では全校遠足やあいさつ運動、
清掃活動などを行った。高学年がリードする姿
が見られた。②ろう特別支援学校や保育園との
交流では相手を思いやりながら交流をする姿が
見られた。③道徳の授業を全クラスが公開した。
教職員の研修を行いより良い授業を目指してい
る。

B

B

児童指導

①「学校のきまり」と「星川スタイル」を定期的に見
直す機会を設け、全職員で共有して指導にあた
る。②「あいさつ」「掃除」「読書」を充実させる為
に、児童支援委員会や児童の実行委員会での取
組を計画、実行する。③職員会議内で児童理解
の内容を定例化し、児童の状況を共通理解した上
で指導に生かす。

①②全職員が一貫した指導ができるように
「星川スタイル」を年度初めに確認した。年
度の途中には、指導についてのふり返りを
行い、見直す機会を設けた。児童の実行委
員会による「あいさつ運動」や「たてわり掃
除」を実施し、意識を高めた。③児童に対す
る教職員の共通理解を深める有効な場と
なった。

豊かな心

①友達の良さに気付いたり、自己尊重感を感じた
りすることができるような教育活動を重視する。②
ろう特別支援学校や保育園等との交流を通して、
相手の立場に立って行動したり、コミュニケーショ
ンを取ったりすることの大切さに気付くようにする。
③道徳の授業について研修し、年1回授業参観に
て公開をする。

①宿泊体験学習や運動会、星の子音楽会
などの行事を積み重ねることにより、友だち
の良さに気付くことができた。②ろう特別支
援学校や保育園との交流では相手の立場
に立って交流しようする児童が多く見られ
た。③道徳の授業を全クラスが公開した。
教職員の研修を行いより良い授業を目指し
ている。

総括

B

具体的取組 自己評価結果 具体的取組 自己評価結果 具体的取組

確かな学力
（学習指

導）

①子どもから出た問いのつながりを大切にして、
学習形態を工夫したり、単元展開・授業展開を工
夫したりする。②見通しや振り返りを重視する。③
重点研の研究テーマを「人との関わりを大切にし、
自分の考えや思いをもって、表現しようとする子の
育成」とし、生活科・社会科を中心に、主体的に問
題解決する中で、考えや思いを表現する活動を設
定する。

①②ノートグランプリを行い、よい振り返りのモ
デルを示した。③地域の人や様子に着目し、子
どもに身近な教材を扱うことで、主体的な問題解
決学習の在り方について探った。学習したことを
生活に生かそうとする姿が見られた。今後は対
話を通して、考えを深めようとするための手立て
等について研究を深める必要がある。

確かな学力

①子どもから出た問いのつながりを大切にして、
学習形態を工夫したり、単元展開・授業展開を工
夫したりする。②見通しや振り返りを重視する。③
重点研の研究テーマを「人との関わりを大切にし、
自分の考えや思いをもって、表現しようとする子の
育成」とし、生活科・社会科を中心に、主体的に問
題解決する中で、考えや思いを表現する活動を設
定する。

①②子どもの言葉で授業が展開できるように、
手立て等を検討した。発言や振り返りをみとり、
座席表を活用するなどした。今後は単元を見通
す学習問題の設定や板書を活用した授業の見
通しなど、考えていきたい。③地域事象を扱うこ
とは対話を実現するのに効果的だった。全学年
を見通した「話す・聞く」ことの指導について検討
している。

重点取組
分野

確かな学力

①子どもが自ら考えて選択・判断したり、どうした
いか意思を決定したりできる学習を設定する。②
「聞く・話す・書く」等の言語活動について、系統性
を大切にした指導や支援を行う。③重点研の研究
テーマを「人との関わりを大切にし、自分の考えや
思いをもって、表現しようとする子の育成」とし、生
活科・社会科を中心に、主体的に問題解決しよう
とする姿を目指す。

①③職員で協力しながら、教材の開発・研
究を行うこと、児童の実態を深く把握するこ
と等を大切にし、子どもたちが主体的に学
習できるように指導・支援を行った。学習の
場を豊かに構成しながら、板書など教師側
の役割についても検討した。②発達段階を
考慮しながら６年間を見通して身に付けた
い力について職員間で交流した。

総括

AB

①②定期的なアンケート調査や面談等を行い、
職員間の情報共有を密に行うことで、児童の思
いや変化に気付く機会をつくることができた。ま
た学年やブロック、いじめ防止対策委員会等で
役割を明確にし、複数で素早く対応することがで
きた。③さらに子どもが安心して生活できるよう、
ねらいをもった授業づくりを進めていきたい。

B
いじめへの

対応

横浜市立 星川小学校 学校評価報告書 （平成28～30年度）

重点取組
分野

平成２８年度 重点取組
分野

平成２９年度 平成３０年度
自己評価結果

総括

健やかな体

①生涯スポーツの土台となるよう、遊びや体育な
どを通して体を動かす楽しさを味わわせる。②体
力アップの取り組みに「縄跳び」を取り上げ、年間
を通して体力の向上に励む。③児童委員会の活
動や教科を横断した学習の中で食育に関する取
り組みを行う。

①②短縄・長縄を通して体力アップの取り組みを
行ったが、年間を通して取り組む方法に改善が
必要である。定期的に行ったクラスの長縄記録
会は効果的であった。③食育に関する取り組み
は、給食委員会や第５学年の稲作の学習を通し
て、児童の関心・意欲を高めることができた。給
食の残食を減らすことにもつなげられた。

健やかな体

①生涯スポーツの土台となるよう、遊びや体育な
どを通して体を動かす楽しさを味わわせる。②体
力アップの取り組みに「縄跳び」を取り上げ、年間
を通して体力の向上に励む。③学校保健委員会
を中心に「手洗い」を取り上げ、健康で清潔な生活
を送ることができるようにする。

B

豊かな心

①友達の良さに気付いたり、自己有用感を感じた
り、することができるように、たてわり活動を重視
する。②ろう特別支援学校等との交流を通して、
相手の立場に立って行動したり、コミュニケーショ
ンを取ったりすることの大切さに気付くようにする。
③道徳の授業について研修し、年1回授業参観に
て公開をする。

①たてわり班では清掃活動など新しい活動を取
り入れ、高学年がリードをしながら協力し合って
活動する姿が見られた。②ろう特別支援学校の
交流では、コミュニけーションの取り方を工夫し
て相手を思いやりながら交流することができた。
④授業参観での道徳の授業を公開した。今後、
資料の見直しを進めより良い授業を目指した
い。

豊かな心

①児童の思いや変化に素早く気付くことができる
ように定期的な面談やアンケート調査を行う。②
多様な視点で児童の様子を把握できるよう、学年
や低中高ブロック単位で児童の指導や支援にあ
たる。③道徳的な意識や人権感覚を育てられるよ
う、専門機関とも連携し、発達段階に応じた指導を
行う。

①②アンケート調査や面談を行い、児童の思い
や変化に気付く機会をつくることができた。いじ
め防止対策委員会を定期的に行い、他の職員
とも情報共有を行うとともに、職員全体で見守る
体制を取った。③子どもたちが安心して生活でき
るよう、専門機関に相談したり、教職員の人権意
識等を高める研修を行ったりした。

A
いじめへの

対応

①児童の思いや変化に素早く気付くことができる
ように定期的な担任との面談やアンケート調査を
行う。②多様な視点で児童の様子を把握できるよ
う、学年や低中高ブロック単位で児童の指導や支
援にあたる。③道徳的な意識や人権感覚を育てら
れるよう、専門機関と連携し、発達段階に応じた
指導を行う。


